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 一
一般社団法人 全国清涼飲料連合会

会長

　 年、清涼飲料業 を取 社会 大 な変化を し 清涼飲料水製造企業の会員

な に関連 る業 の賛助会員で 成 る一般社団法人全国清涼飲料連合会（略称 全清飲）

、 の の 代に対 しなけ な な を数 て

　 の代表 グローバル化 る環境 で 全清飲として ペットボトルのリサイクル 進 に

に取 組 で し 、 プラスチック 源 環に けて注 して の中 となる

の 、ペットボトル ペットボトル 生 変 る ボトル ボトル を 一 推進して とで

　 自治体との連 化を通 て、 と品 の 上に け 取 組 の 進を図 て

　人々のライフスタイル 化 る中、 1年 ど コロナ に 生 者の で

増 、清涼飲料水 庭 での 増加 る にあ の企業 在 ークの

メリットを認 して る と 、 の アフターコロナ と と と清涼飲料

水 、社会を明る し で る商品であ 、 のある の中で 、全清飲 中 とな て清涼飲

料水の を広 て と 重 にな て と て

　 日本国 の清涼飲料水 、子ど 大人 で国 1人あ 500 のペットボトルを 日1本

飲 で る計 にな 、加工食品産業の中で トップクラスの 場 を て の な

々 一生 を行 て と 、明る し 社会 に な ると るでし

　会員 社の技術・商品 と全清飲の取 組 一体とな 、清涼飲料業 を 化して とで

社会を元 にし と 会員の に の 、 を し

し上
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環境  環境事務 全国清涼飲料連合会 会長

な る を
へ つな る

、加工食品業 に て、 大 の売上高を

る業 団体として、 に相応し 社会 の を会

員 社に推進・ る事業を実 し

社会

、業 の代表として、会員社 の 行

関係団体との ・ 機 を る を通 、会

員企業の事業 を法 ・ を通 、推進・

し

、国際化 の対応を 化し、 報受 信 を高

同 に、国 ・業 に けて、業 商品

知 の理 度を高 、 者 に 、愛 る清

涼飲料水となる を実 し

国

、会員企業の 益、業 通の 益、社会 通

の公益の 益の中で、 益と公益を し、清涼飲料水

事業の に る を し

清涼飲料水の の 全な 進 を し全国清涼飲料連合会

ボトルtoボトル

使う

作る

集める

伝える
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2020年 清涼飲料業

2020年 前年 で 飲料業

、新 コロナウイルス 大の を大

受け 年とな し

（ 前年  95 1  ）

21 ㎘

コロナ に る生 スタイルの変化を受け、

2年 に4 の大 を し 、

加工食品業 で として 大 を

して

販 の推  （2016 2020 ）

（ 前年  92 7  ）

な 清涼飲料業

の 日の しの中で、身 な 在と

して し て る清涼飲料水 年、

どの新製品 売 、 の に愛飲

て の 場パ ー 、な と1日

あ 生産金 で、 104 に上

2020

1 点

1

約104億円4 ㎖

1

1人

全清飲 会員社、協 会社 データを 計して 清涼飲料水統計

として公表して

清涼飲料業 を生産 と生産者販売金 ベースで 計して 、 の

数 業 分 など、 で て
注） 同 製品で容器・容 の なる の 1 と る
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サンプル507文

 
全国清涼飲料連合会 会長

 
環境  環境事務

で るので して

　 の と と メーカーの役 に

な 、 前 自 設計ガイドラインを設け

て取 組 で し キャップをプラ

キャップにし 、 し ペットボトル 作 な

とにし 、で る けリサイクル に進

に取 組 で し

　 々な を で な の

ペットボトルを作 て て 、

水平リサイクル で行 て となると、製品

での環境設計 大事になると て

新法 で 製品の設計・製造 、販売・

を て、 ・リサイクル での一連のフローを

、全体の 環を に して で、環

境に し 設計・製造の を国として

、 に 合し のを認 ・ る 組

を し として

　 して る と で 、ペットボトルの

100 を ると な で

る と 重 にな の の取 組 を

2019年度 東京都と連 して て 、 年

度 と 進 る とにな て

2020年8月に 東京都と ボトル ボトル の東

京プロジェクトに 画し、 々な実 実 行 て

谷 で清涼飲料水の自 販売機に新

し ・デザインのリサイクルボックスを設 し

と 、 前 30 上あ 物

に下 と 実 果 あ 、ペットボトル

を る場 ある と、 な で

にリサイクル る とを 者に

認知して の 常に大事 と て

学 などで な実 を行 、

な の成果 て

　 に高 を に 協 し

合 て 度の高 ペットボトルを で る に

る と にな 、 の中で自治体と連

るなどの 工夫を て るの 常に素

し と て

な 体 る

な の

を し

　 なペットボトルを る に

者 自 に 加 る と 、 源 環社会

の 立に 常に大 と 、国 一

丸で取 組 で サーキュラー＆エコロジカ

ル・エコノミー と に て を

　 21パリ協 の な平 上

を産業革 前に て2 十分 と

と に、1 5 に る を る と

の

ー ー ・ ーの

　2021年3月9日に プラスチックに係る 源

環の 進 に関 る法律 、

国として取 組 を進 て けで 、清涼

飲料業 で 々な を行 て 、 の中で

源 環に て 前 取 組 で

し 2018年11月に 清涼飲料業 のプラ

スチック 源 環 を行 、2030年度 でに

ペットボトルの100 を し

日本 ペットボトルのリサイクル 進 で 、

リデュース 2004年度 24 8 、 93 0 、

リサイクル 85 8 と、 の中で 常に高

実績を て 現 98 に

上 、 を2030年度 でに100 に る

に 、 に の を高 る と 、中

プロセスの 生産の 組 、ある 生し

の ど て などを る と 大

と て

生 る一 で、 ペットボトルを元

の素 と同 の品 に して 度 リサイクルし

て ボトル ボトル と 水平リサイクル

常に重 と て

の に進 て る ど の取 組 に て、

助 し し

　2018年に海洋プラスチック

、 府 プラスチック 源 環戦略を

るプロセスの中で、 全清飲 2030年に

け を し、 の分野をリードして

て る とに して

プラスチックの 源 環 の 高

、カーボンニュートラル、 素社会の実

現を 文 の中で、国として大 社会

の 造を変 て サーキュラー・エコノミー を

推進して 、プラスチックと 常に

な分野で、し 国 日常生

で して るペットボトルで社会 変 ると

メッセージ 大 なインパクト あると て

と と の中で 源 進 で

る日本の清涼飲料業 、 に一 進 で取

組 で て る とに を表し

ボトル ボトル に て 、技術の 上 ボト

ル の徹 などの あると 、

下 一度 上に し 源を の 水平

して け 永 に な て 、 源

る あ サーキュ

ラー・エコノミー に と の の

であ 、大 な 義 あ

　全清飲で 2030年 でに ボトル ボト

ル を50 上に高 る とを2021年4月19日に

し し 日本で ペットボトルの水平リサイ

クル 進 で ると とを海 に して

と 図して 、国に して け

と て

　あ と 常にインパ

クト あ

あ 、 して 2を し

て と な で あ

に 環境 機 であ 、 の

であるの な で 、 を し

全な生 の ある で 国の

である 環 生 の の中で ヒトの体

に と て 明 るので 、体に 37 の

あ て一 と 生 て 、 Aを 、

流の中で栄 を 、神 の電子信 で常

に な て 機 で、 康体で、常に

環し、とて な 数の微生物など に 在

るあ とあ る な生 体と 合 を けて

生 て るので 社会、 の 組

と同 で な と

環境 として の 社会

の進 常に にあ 、 の とで 信して

るの 環 生 で 生 と 部

分を 生 の 全 と 、 エコロジカル と表

現 ると、 サーキュラー＆エコロジカル・エコノ

ミー と キー ードにな

21パリ協 の として、30年 カーボン

ニュートラルに 森林 海洋 2を る

と同 のと で 2を な と

て を 康体に て

とで 、 の実現に 生エネル ー

を取 ると あ を飲

て に を ける に、 化石 料

を して の 器に 可 な を

けて る けで の一 で、 林を

してヒトで の機 を して

を 康体に るに 、 の で元 になる

な で

一 、自 の である太 光、 、 、

バイオマスなどの 生エネル ーで、 社会

の 組 で るの サーキュラー・エコ

ノミー なので の のな モデルを

21 に実現で る ど と 大 な

をして 、で 、 サーキュラー 、 な

体 良 生 るエコロジカルな 社会

と ど のなの を て な

と な ので な と

の 、ペットボトルの な に る ののあ

る 在し、 と と の体を て

上化し 源で作 の し な け ど、

を大事に で て ける と に

る 環 実現で と本 に して

な への を

る

　飲料業 に 社会を明る し と

あ 、新し を自分 の作

の 生 して な産業にして

と て し 中で、国 に協 を

る のとしてどの な と あるでし

　 社会 大 変化して ると

認 国 に して と 行 に 大変

あると で 、 に 、

者の立場でマーケットを して なけ

け

で 、国 にど て る と

と、 サイドと サイドの対 の中で、

新 なマーケットを ビジネスモデルに

サイド アプローチ る と 大 と て

味で 、 に ボトル ボト

ル を進 て け で

の 、5年、10年 大事 と小 環境大

して 、 をし て と

と とでし 、 食住、移 、アク

ティビティと とにな 、国 全体に

を てアクションして と、 に

マーケットのプレーヤーとしての を して

と と 、 の に合

商品の な と 合 な けで

　国 アクションを ヒントとして、 ど

なリサイクルのシステムを

る と 大 で

環境 の など、 素社会に けて飲料

業 に る と あ でし

　物 の 環の 組 をサーキュラー＆エコ

ロジカルな のにしな とカーボンニュートラル

実現で 、 の なの

飲料業 で 体 なアクション ボトル

ボトル であ 、 の高度化であ 、エコロジカル

な の の分野に 広 る に、

飲料業 を振 て進 て て ると

認 して し の本 なメッセー

ジを 信して け と

　日常に して る商品を て る

、役 大 と とで 会員

社 業 全体として 現実 に 々な取 組

を行 として 、 国 に る良

となる し と て

　国 一 に取 組 て

　あ と

スペシャル対談

Session!

中井 太 （な ・と ）

1985年 大 計

（農林水産 ）などを

て、1999年 2000年 で富

山県 に し生 環境部長

などを務 る 東日本大

生 、環境 総合環境

総務 長、大 房会

計 長、 房 長、 房

、 物・リサイクル対

部長、総合環境 統括

などを し、2020年環境事

務 に

米女　太一（ ・ ）

1986年アサヒビール 社 アサ

ヒビール流通企画部プロデュー

サー、研 企画部 部

長、 国 公務員制度改革

推進本部事務 （ 事 ）、ア

サヒ飲料人事総務部長、アサヒ

飲料常務取締役兼常務執行

役員を し、2020年アサヒ飲

料社長に 2020年度

全国清涼飲料連合会の21代

会長を務 、現在に る

の ・ 力を る

さ なる を

　 総理 総理大 所信表明 で

カーボンニュートラル、 素社会の実現を

し 、 ど リサイクルを進 て

と 2 を で ると て るので、

に で ると て

と で、水平リサイクルを実 して で大

なの 、 る 作る る の

環にな ペットボトルの を徹 し、

と 生 るプロセス あ 、 をメーカー

に 、 者の に して

と 流 で

作る と で 、技術の 上 進 で 、

の中 プロセスを 高 て として

に て にな て る と あ

　 のを ・ して の 源にし

て マテリアルリサイクル と、 注 て

る ケミカルリサイクル あ 、 者 日

本 る 進 な技術を して素 を分子レ

ベル で して 生 るので新品と同 のクオリ

ティ て 技術 な 度 高 と

、 し 物 で 取 と で

、 に一度 上化し 源を 大 に

2030年度ペットボトル100 を し、 々な取 組 を る全清飲

の一 で、国 新 なプラスチック 源 環に け を進 て

中で 環境 で 環 生 を し、生 の 全を サーキュラー＆エコロジカル・エコノミー を

キー ードに、 可 な 環 生 の社会を して

中井 太 環境 環境事務 と米女太一全国清涼飲料連合会会長に、国と飲料業 の立場 、

のプラスチック 源 環 に て 合 て し

な る を
へ つな る
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で るので して

　 の と と メーカーの役 に

な 、 前 自 設計ガイドラインを設け

て取 組 で し キャップをプラ

キャップにし 、 し ペットボトル 作 な

とにし 、で る けリサイクル に進

に取 組 で し

　 々な を で な の

ペットボトルを作 て て 、

水平リサイクル で行 て となると、製品

での環境設計 大事になると て

新法 で 製品の設計・製造 、販売・

を て、 ・リサイクル での一連のフローを

、全体の 環を に して で、環

境に し 設計・製造の を国として

、 に 合し のを認 ・ る 組

を し として

　 して る と で 、ペットボトルの

100 を ると な で

る と 重 にな の の取 組 を

2019年度 東京都と連 して て 、 年

度 と 進 る とにな て

2020年8月に 東京都と ボトル ボトル の東

京プロジェクトに 画し、 々な実 実 行 て

谷 で清涼飲料水の自 販売機に新

し ・デザインのリサイクルボックスを設 し

と 、 前 30 上あ 物

に下 と 実 果 あ 、ペットボトル

を る場 ある と、 な で

にリサイクル る とを 者に

認知して の 常に大事 と て

学 などで な実 を行 、

な の成果 て

　 に高 を に 協 し

合 て 度の高 ペットボトルを で る に

る と にな 、 の中で自治体と連

るなどの 工夫を て るの 常に素

し と て

な 体 る

な の

を し

　 なペットボトルを る に

者 自 に 加 る と 、 源 環社会

の 立に 常に大 と 、国 一

丸で取 組 で サーキュラー＆エコロジカ

ル・エコノミー と に て を

　 21パリ協 の な平 上

を産業革 前に て2 十分 と

と に、1 5 に る を る と

の

ー ー ・ ーの

　2021年3月9日に プラスチックに係る 源

環の 進 に関 る法律 、

国として取 組 を進 て けで 、清涼

飲料業 で 々な を行 て 、 の中で

源 環に て 前 取 組 で

し 2018年11月に 清涼飲料業 のプラ

スチック 源 環 を行 、2030年度 でに

ペットボトルの100 を し

日本 ペットボトルのリサイクル 進 で 、

リデュース 2004年度 24 8 、 93 0 、

リサイクル 85 8 と、 の中で 常に高

実績を て 現 98 に

上 、 を2030年度 でに100 に る

に 、 に の を高 る と 、中

プロセスの 生産の 組 、ある 生し

の ど て などを る と 大

と て

生 る一 で、 ペットボトルを元

の素 と同 の品 に して 度 リサイクルし

て ボトル ボトル と 水平リサイクル

常に重 と て

の に進 て る ど の取 組 に て、

助 し し

　2018年に海洋プラスチック

、 府 プラスチック 源 環戦略を

るプロセスの中で、 全清飲 2030年に

け を し、 の分野をリードして

て る とに して

プラスチックの 源 環 の 高

、カーボンニュートラル、 素社会の実

現を 文 の中で、国として大 社会

の 造を変 て サーキュラー・エコノミー を

推進して 、プラスチックと 常に

な分野で、し 国 日常生

で して るペットボトルで社会 変 ると

メッセージ 大 なインパクト あると て

と と の中で 源 進 で

る日本の清涼飲料業 、 に一 進 で取

組 で て る とに を表し

ボトル ボトル に て 、技術の 上 ボト

ル の徹 などの あると 、

下 一度 上に し 源を の 水平

して け 永 に な て 、 源

る あ サーキュ

ラー・エコノミー に と の の

であ 、大 な 義 あ

　全清飲で 2030年 でに ボトル ボト

ル を50 上に高 る とを2021年4月19日に

し し 日本で ペットボトルの水平リサイ

クル 進 で ると とを海 に して

と 図して 、国に して け

と て

　あ と 常にインパ

クト あ

「
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あ 、 して 2を し

て と な で あ

に 環境 機 であ 、 の

であるの な で 、 を し

全な生 の ある で 国の

である 環 生 の の中で ヒトの体

に と て 明 るので 、体に 37 の

あ て一 と 生 て 、 Aを 、

流の中で栄 を 、神 の電子信 で常

に な て 機 で、 康体で、常に

環し、とて な 数の微生物など に 在

るあ とあ る な生 体と 合 を けて

生 て るので 社会、 の 組

と同 で な と

環境 として の 社会

の進 常に にあ 、 の とで 信して

るの 環 生 で 生 と 部

分を 生 の 全 と 、 エコロジカル と表

現 ると、 サーキュラー＆エコロジカル・エコノ

ミー と キー ードにな

21パリ協 の として、30年 カーボン

ニュートラルに 森林 海洋 2を る

と同 のと で 2を な と

て を 康体に て

とで 、 の実現に 生エネル ー

を取 ると あ を飲

て に を ける に、 化石 料

を して の 器に 可 な を

けて る けで の一 で、 林を

してヒトで の機 を して

を 康体に るに 、 の で元 になる

な で

一 、自 の である太 光、 、 、

バイオマスなどの 生エネル ーで、 社会

の 組 で るの サーキュラー・エコ

ノミー なので の のな モデルを

21 に実現で る ど と 大 な

をして 、で 、 サーキュラー 、 な

体 良 生 るエコロジカルな 社会

と ど のなの を て な

と な ので な と

の 、ペットボトルの な に る ののあ

る 在し、 と と の体を て

上化し 源で作 の し な け ど、

を大事に で て ける と に

る 環 実現で と本 に して

な への を

る

　飲料業 に 社会を明る し と

あ 、新し を自分 の作

の 生 して な産業にして

と て し 中で、国 に協 を

る のとしてどの な と あるでし

　 社会 大 変化して ると

認 国 に して と 行 に 大変

あると で 、 に 、

者の立場でマーケットを して なけ

け

で 、国 にど て る と

と、 サイドと サイドの対 の中で、

新 なマーケットを ビジネスモデルに

サイド アプローチ る と 大 と て

味で 、 に ボトル ボト

ル を進 て け で

の 、5年、10年 大事 と小 環境大

して 、 をし て と

と とでし 、 食住、移 、アク

ティビティと とにな 、国 全体に

を てアクションして と、 に

マーケットのプレーヤーとしての を して

と と 、 の に合

商品の な と 合 な けで

　国 アクションを ヒントとして、 ど

なリサイクルのシステムを

る と 大 で

環境 の など、 素社会に けて飲料

業 に る と あ でし

　物 の 環の 組 をサーキュラー＆エコ

ロジカルな のにしな とカーボンニュートラル

実現で 、 の なの

飲料業 で 体 なアクション ボトル

ボトル であ 、 の高度化であ 、エコロジカル

な の の分野に 広 る に、

飲料業 を振 て進 て て ると

認 して し の本 なメッセー

ジを 信して け と

　日常に して る商品を て る

、役 大 と とで 会員

社 業 全体として 現実 に 々な取 組

を行 として 、 国 に る良

となる し と て

　国 一 に取 組 て

　あ と

の ・ 力を る

さ なる を

　 総理 総理大 所信表明 で

カーボンニュートラル、 素社会の実現を

し 、 ど リサイクルを進 て

と 2 を で ると て るので、

に で ると て

と で、水平リサイクルを実 して で大

なの 、 る 作る る の

環にな ペットボトルの を徹 し、

と 生 るプロセス あ 、 をメーカー

に 、 者の に して

と 流 で

作る と で 、技術の 上 進 で 、

の中 プロセスを 高 て として

に て にな て る と あ

　 のを ・ して の 源にし

て マテリアルリサイクル と、 注 て

る ケミカルリサイクル あ 、 者 日

本 る 進 な技術を して素 を分子レ

ベル で して 生 るので新品と同 のクオリ

ティ て 技術 な 度 高 と

、 し 物 で 取 と で

、 に一度 上化し 源を 大 に
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で るので して

　 の と と メーカーの役 に

な 、 前 自 設計ガイドラインを設け

て取 組 で し キャップをプラ

キャップにし 、 し ペットボトル 作 な

とにし 、で る けリサイクル に進

に取 組 で し

　 々な を で な の

ペットボトルを作 て て 、

水平リサイクル で行 て となると、製品

での環境設計 大事になると て

新法 で 製品の設計・製造 、販売・

を て、 ・リサイクル での一連のフローを

、全体の 環を に して で、環

境に し 設計・製造の を国として

、 に 合し のを認 ・ る 組

を し として

　 して る と で 、ペットボトルの

100 を ると な で

る と 重 にな の の取 組 を

2019年度 東京都と連 して て 、 年

度 と 進 る とにな て

2020年8月に 東京都と ボトル ボトル の東

京プロジェクトに 画し、 々な実 実 行 て

谷 で清涼飲料水の自 販売機に新

し ・デザインのリサイクルボックスを設 し

と 、 前 30 上あ 物

に下 と 実 果 あ 、ペットボトル

を る場 ある と、 な で

にリサイクル る とを 者に

認知して の 常に大事 と て

学 などで な実 を行 、

な の成果 て

　 に高 を に 協 し

合 て 度の高 ペットボトルを で る に

る と にな 、 の中で自治体と連

るなどの 工夫を て るの 常に素

し と て

な 体 る

な の

を し

　 なペットボトルを る に

者 自 に 加 る と 、 源 環社会

の 立に 常に大 と 、国 一

丸で取 組 で サーキュラー＆エコロジカ

ル・エコノミー と に て を

　 21パリ協 の な平 上

を産業革 前に て2 十分 と

と に、1 5 に る を る と

の

ー ー ・ ーの

　2021年3月9日に プラスチックに係る 源

環の 進 に関 る法律 、

国として取 組 を進 て けで 、清涼

飲料業 で 々な を行 て 、 の中で

源 環に て 前 取 組 で

し 2018年11月に 清涼飲料業 のプラ

スチック 源 環 を行 、2030年度 でに

ペットボトルの100 を し

日本 ペットボトルのリサイクル 進 で 、

リデュース 2004年度 24 8 、 93 0 、

リサイクル 85 8 と、 の中で 常に高

実績を て 現 98 に

上 、 を2030年度 でに100 に る

に 、 に の を高 る と 、中

プロセスの 生産の 組 、ある 生し

の ど て などを る と 大

と て

生 る一 で、 ペットボトルを元

の素 と同 の品 に して 度 リサイクルし

て ボトル ボトル と 水平リサイクル

常に重 と て

の に進 て る ど の取 組 に て、

助 し し

　2018年に海洋プラスチック

、 府 プラスチック 源 環戦略を

るプロセスの中で、 全清飲 2030年に

け を し、 の分野をリードして

て る とに して

プラスチックの 源 環 の 高

、カーボンニュートラル、 素社会の実

現を 文 の中で、国として大 社会

の 造を変 て サーキュラー・エコノミー を

推進して 、プラスチックと 常に

な分野で、し 国 日常生

で して るペットボトルで社会 変 ると

メッセージ 大 なインパクト あると て

と と の中で 源 進 で

る日本の清涼飲料業 、 に一 進 で取

組 で て る とに を表し

ボトル ボトル に て 、技術の 上 ボト

ル の徹 などの あると 、

下 一度 上に し 源を の 水平

して け 永 に な て 、 源

る あ サーキュ

ラー・エコノミー に と の の

であ 、大 な 義 あ

　全清飲で 2030年 でに ボトル ボト

ル を50 上に高 る とを2021年4月19日に

し し 日本で ペットボトルの水平リサイ

クル 進 で ると とを海 に して

と 図して 、国に して け

と て

　あ と 常にインパ

クト あ

新
し
い
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を
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あ 、 して 2を し

て と な で あ

に 環境 機 であ 、 の

であるの な で 、 を し

全な生 の ある で 国の

である 環 生 の の中で ヒトの体

に と て 明 るので 、体に 37 の

あ て一 と 生 て 、 Aを 、

流の中で栄 を 、神 の電子信 で常

に な て 機 で、 康体で、常に

環し、とて な 数の微生物など に 在

るあ とあ る な生 体と 合 を けて

生 て るので 社会、 の 組

と同 で な と

環境 として の 社会

の進 常に にあ 、 の とで 信して

るの 環 生 で 生 と 部

分を 生 の 全 と 、 エコロジカル と表

現 ると、 サーキュラー＆エコロジカル・エコノ

ミー と キー ードにな

21パリ協 の として、30年 カーボン

ニュートラルに 森林 海洋 2を る

と同 のと で 2を な と

て を 康体に て

とで 、 の実現に 生エネル ー

を取 ると あ を飲

て に を ける に、 化石 料

を して の 器に 可 な を

けて る けで の一 で、 林を

してヒトで の機 を して

を 康体に るに 、 の で元 になる

な で

一 、自 の である太 光、 、 、

バイオマスなどの 生エネル ーで、 社会

の 組 で るの サーキュラー・エコ

ノミー なので の のな モデルを

21 に実現で る ど と 大 な

をして 、で 、 サーキュラー 、 な

体 良 生 るエコロジカルな 社会

と ど のなの を て な

と な ので な と

の 、ペットボトルの な に る ののあ

る 在し、 と と の体を て

上化し 源で作 の し な け ど、

を大事に で て ける と に

る 環 実現で と本 に して

な への を

る

　飲料業 に 社会を明る し と

あ 、新し を自分 の作

の 生 して な産業にして

と て し 中で、国 に協 を

る のとしてどの な と あるでし

　 社会 大 変化して ると

認 国 に して と 行 に 大変

あると で 、 に 、

者の立場でマーケットを して なけ

け

で 、国 にど て る と

と、 サイドと サイドの対 の中で、

新 なマーケットを ビジネスモデルに

サイド アプローチ る と 大 と て

味で 、 に ボトル ボト

ル を進 て け で

の 、5年、10年 大事 と小 環境大

して 、 をし て と

と とでし 、 食住、移 、アク

ティビティと とにな 、国 全体に

を てアクションして と、 に

マーケットのプレーヤーとしての を して

と と 、 の に合

商品の な と 合 な けで

　国 アクションを ヒントとして、 ど

なリサイクルのシステムを

る と 大 で

環境 の など、 素社会に けて飲料

業 に る と あ でし

　物 の 環の 組 をサーキュラー＆エコ

ロジカルな のにしな とカーボンニュートラル

実現で 、 の なの

飲料業 で 体 なアクション ボトル

ボトル であ 、 の高度化であ 、エコロジカル

な の の分野に 広 る に、

飲料業 を振 て進 て て ると

認 して し の本 なメッセー

ジを 信して け と

　日常に して る商品を て る

、役 大 と とで 会員

社 業 全体として 現実 に 々な取 組

を行 として 、 国 に る良

となる し と て

　国 一 に取 組 て

　あ と

の ・ 力を る

さ なる を

　 総理 総理大 所信表明 で

カーボンニュートラル、 素社会の実現を

し 、 ど リサイクルを進 て

と 2 を で ると て るので、

に で ると て

と で、水平リサイクルを実 して で大

なの 、 る 作る る の

環にな ペットボトルの を徹 し、

と 生 るプロセス あ 、 をメーカー

に 、 者の に して

と 流 で

作る と で 、技術の 上 進 で 、

の中 プロセスを 高 て として

に て にな て る と あ

　 のを ・ して の 源にし

て マテリアルリサイクル と、 注 て

る ケミカルリサイクル あ 、 者 日

本 る 進 な技術を して素 を分子レ

ベル で して 生 るので新品と同 のクオリ

ティ て 技術 な 度 高 と

、 し 物 で 取 と で

、 に一度 上化し 源を 大 に
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全清飲 2018年11月に 清涼飲料業 のプラスチック 源 環

としてペットボトルの100 を とを 表 、会員社

と を重 、 の実現に け 道 を し、2021年4月19日、清涼

飲料業 として2030年 でにペットボトルの水平リサイクル ボトル ボ

トル 50 を とを し し

環 社会の進 と 2を 環境 の

に 、 でに 上にある 源を 大 に

る サーキュラー（ 環）＆エコロジカル（ 生）・エコノ

ミー を る と 重 と全清飲 て

ペットボトルに て る ET（ポリエチレンテレ

フタレート） 、 リサイクルに し プラスチック

料の一 で、 ペットボトル 正し

元の素 と同 の品 に 度で と で

水平リサイクルに 源の を推進

、新 な容器を製造 る の化石 源の

2の に で

飲料業 1992年に環境 設計としてペットボト

ルの 自 設計ガイドライン を制 ・運 し、 30年

に の に取 組 けて し

体 な の とで サーキュラー＆エコロジカ

ル・エコノミー の を本 に進 て

ー ー ・ ー

清飲

ー ー ・ ー

「 ー ー ・ ー」の

「 」の推進で

上 る の を

の で る

2019年 で12 5 ボトル ボトル を

2030年に50 で 上 る 、大 なる取

組 のスタートでし あ 将 に 、マテリ

アルリサイクル技術の進 とケミカルリサイクルの

立を通 て ボトル ボトル を 一 と高 る

とと に、 物・生物 素 の で化石

源の新 を 制 に 、2030年 で

を る に上 る成果 で

の 技術向上な
さ への

日本と米国、 との ペットボトル

の ・リサイクル を ると、日本

を る に上 る高 水

にあ の と 、 国に ボトル

ボトル 推進の 立 て ると

の を ・進 る に 、飲料業

リードして サーキュラー＆エコロジカル・

エコノミー の トップランナーを し

け

ー で る
の 率・ 率

2019年のデータ

） ETボトルリサイクル推進協 会    Ma kenzie社   米国 A ( a i na  A ia i n  ET n aine  e e )

技術・ の

上 へ

❶  (ボトル ボトル)

❷  (ボトル ボトル)

❸  （代 素 ）

20 0
0

ボトルtoボトル

使う

作る

集める

伝える
る 作る る のサイクルを

に とで、 上 源の 大 、 2 、

化石 源の 小化を図

2019 20 0

0

100

50

の

率 （ ）

98 85 8

2019年度 ETボトルリサイクル推進協 会

9 0

0

25

50

75

100( )

ペットボトル

ペットボトルリサイクル

米国 日本

93 085 8

57 5
39 6

27 920 3

米国・欧州・日本のペットボトル回収率とリサイクル率

企画

12 5
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ボトル ボトル を進 るに 、 ペットボトルを 実に る とと、

ペットボトルの品 を に な で る と 重 で

の自治体 事業者との連 を ・ 化し、 サーキュラー＆エコロジカル・エコノ

ミー・サイクル に ける る をと に進 る を増 し、取 組 の を広

て

ボトル ボトル の推進の に 者の理 と協 で の取 組 の一環として、農林水産

和2年度食品産業プラスチック 源 環対 事業 として を受け、 に2020年8月、東京都とコンソー

シアムを設立し、 ボトル ボトル に るプラスチックの 環 な 進を し 取 組 をスタート 新デザ

インのリサイクルステーションとリサイクルボックスを都 の数 所に設 し、クリーンなペットボトルの 進の

可 を 認 る実 実 を行 し

自 体 の る 組

る「 」

ー な を推進

を組 で し

ボトル ボトル東京プロジェクト で 、学 、事務所ビル、 、 送センター、 に 谷・ の に新デザイ

ンのリサイクルステーション リサイクルボックスを設 3分 （ペットボトル・キャップ・ラベル） 物

にどの な 果 ある を し し 一 の成果 、 の 、 義の大

取 組 とな し

「 」 0 へ
の

企画

● 立 デザインで認知度アップ

● ペットボトル、 缶、プラスチック（ な ゴミ）、

  の （ るゴミ）の4連

● ペットボトル 口と にキャップとラベルの 口を設

● の上に分 を る メッセージを

● し の る 明の を前 に設

に る とで 者の行 を （分 進、 物 ）

社会・ の の 成、 の （ 源 環など）

新 ・ テー

Point!

飲全

「 」の 的 「 る の 」

C�peratio
n

のな れ な の

新 ・ テー を

田大学高 学 　 2021年1 15 1 27

　　 田大学西 田キャンパス　 2021年1 13 1 26

　　 （公 ）日本サッカー協会　 2021年2 15 2 25

　　 センコーグループホールディングス  2021年2 9 2 19

　　 品川 　 2021年1 30 2 2

　　 センコー 平和島 センター　 2021年2 2 2 11

品川  (2 )　 2020年1 30 2 5

　　 谷 、 辺 (20 )　 2020年11 16 11 22

新 ・ を

でにペットボトル あるロケーションを3分 に進化 果を 認

ペットボトルの 機 を新 に設 し、3分 の 果 認

屋 での自 販売機 リサイクルボックス の 物 の 果を 認

田大学
西 田キャンパス

(公 )日本サッカー協会

 品川

センコー 平和島 センター

センコーグループ
ホールディングス

田大学高 学
高田 場

新 

 谷

東 京

品　川

学   事 の に

　　　　　　 サンプルデータの に

294
14

自販販売機

リサイクルボックス 物

70
アンケートと

インタビューで

者ニーズ 認 81
アンケートと

インタビューで

者ニーズ 認

81

95

で サンプルデータ な

のの、生 に メッセージ

十分に と 、ステー

クホルダー の 戦略

である と にな し

な メッセージの 信と機

の に 、3分 の 進 可

である とを 認 な 、実 実

3分 を して

て るケース あ

ドライバー 容器の な 場

所 な て 、3分 に理

る と 認で し

自 販売機 リサイクルボックス

の 口を下 に る と

物の に な る と 認で

し

通学・通 中で飲 飲

料容器の ニーズ 高 、

者の環境 高 と

し 3分 に て 理

る と 認で て
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本 、リサイクルボックス 自 販売機で販売し 商品の 容器である

ペットボトル、缶、 を る ので 、 る のの31 物

でし リサイクルボックス 物で になると の原 にな 、

物 るとリサイクルに る 品の品 下し に、

の など ペットボトル 安全 の 源として

で

ボトル ボトル東京プロジェ

クト で 、ペットボトルの

口 下を 新デザイ

ン・リサイクルボックスに る

実 実 を 谷 で実

デザインのリサイクルボッ

クスと し、 物 ・

飲 し と に し し

の と 、 口を

下 に るなどの

物 飲 しのある飲料

容器の を 制 る一

の 果 ある と 認

で し

下 る新機 に加 て

に の リ サ イ ク ル

ボックスと一 を画 など

体 な 果 、清涼

飲料水の 容器 の 物の

合 43 29 に大 に

し し 東京 谷 と

物 エリアで あ 、

容器、 物トータルの 数

24 、 物数 48

の のの 理コ

スト増に して 自販機業

の とな で

口 下を て る と

で、飲 水 な

と の一 で

者 け の一環として

小学 の G 業の を行

し 環境 業で 取

て

9 月 に で 実 し 業 で 、

ペットボトル 庭で キャップと

ラベルを のに、自 販売機

のリサイクルボックスで 、 の で の との あ 、

システム なる とを 明し 、大変な作業である分 現場の

の キャップとラベル して と の

キャップとラベル 同 リサイクルボックス の を して

体 の自 販売機の 自 販売機 を制作し、

造 機 を ボタンを と飲料 て る体 に 業 上

し の な 者 け 2021年度 取 組 を 化し

自 販売機業 の人 の で リサイクルボックス の

を る と 人 の一 を 、 物 の とて 重

自販機協 会 組合などと 連 し、 ある業 となる

とを し 取 組 をと に推進して で に 自販機業

の 全化・ な をサポートして

を 組

自 販 機

される のの 1
での 業

れる

新機 の で
飲 し・

全清飲 行 者 で、

自 販売機の にあるボックス

ゴミ で な 、飲料容器専

のリサイクルボックスである とを

でし と に対

し、 数 42 の人 知 な

と （グラフA） 、

あな 、 、 中でペットボ

トル 缶 のゴミ

場合、ど に てる と で

（ 数 可）と

に対し、自 販売機で飲料を

し ど に関 25 の

人 自 販売機 のリサイクル

ボックスに てて ると 実

し （グラフ ） 　　　　　

　　　　　　　

4 強の る 14 新機     の 果 ・ な 自販機業 の

25

2417

18

11

5
 0

5842

自販機協 会・

組合などとの連

自販機業 の社会

取 組 を に

ある自販機業 の

の新 な取 組

環境対応に対 る

ロケフィーの

の

物 に る

理コスト

リサイクルボックス

機 改善に る

コスト

清涼飲料
容器

69
物

1

自販機

の

28
連

22

食品 3
（ に ・
　果物 ）

の  14

食品容器 14
（カフェカップ ・
　弁 容器）

生 関連 19
（ビニール ・ ）

東京都 にて (2018年12月、全清飲実 )

全国1000名を対 とし （2020年10月、全清飲実 ）

人

合

4 29

14

デザイン
新デザイン

企画

総 数

物数

24

48
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プラ資源循環におけるリーダーシップ発揮に向け
「ボトルtoボトル」の取り組みを本格スタート

2020年度 、前年度 全国 で して る

一般 衛生 理 に、 数年改正 相

で る食品表 の注 などを る 表

を加 容で実 を して し

し し、新 コロナウイルス 大の で、

して 8会場の 、4会場での を取

し の代 として、3月にオンラインに 上

会を 信し、 数の会員に 加

し

で 事の都合 会場 での ある

加で な 、 に、 して 場で

加で ると と を て

対 に る の 理 進 と

あ 、 の にタイムリーな 報を

2020年度の全清飲の 容を と し

部
2020年度2020年度

企 画 部

自販機部

技 術 部

2020年度 各部活動報告  

2020年度 、 環 社会の実現に けて ボトル

ボトル （水平リサイクル）推進の の な

モデルの に取 組 し 新し デザイ

ンのリサイクルステーションを し、学 ・ ・オ

フィスなど 者 の な 機会を る

とで、リサイクル の ペットボトルの

大と品 上を図 し

8月に 東京都との ボトル ボトル東京プロジェク

ト をキックオフ 農林水産 の 受け、実 実

を通 てペットボトル 環 モデルを し、

全国 で るモデルの 立に取 組 し

、自販機部と協 し、自 販売機 のリサイク

ルボックス の を推進 新し リサイク

ルボックスの物理 （下 口）に る

者の行 変革を推進 る の 立を し、

物 の を図 し 加 て、自治体、

事業者 に環境 の高 者を対 に、

改善を とし 広報 の 化に 取

組 し

一 、プラスチック 源 環 に て 、清涼

飲料業 としての を取 と 、パブリックコメ

ントとして 会の 料に し

に、清涼飲料業 として水平リサイクルの ボ

トル ボトル 50 を取 と 、 る

作る る の4 を に ボトル ボ

トル に ける戦略と重 を立 に 、

プラスチック 源 環に けるリーダーシップ

に けて ボトル ボトル の本 な取 組 を

し し

　

　

　

清涼飲料業 として、3 の に取 組 し

1 、7月に事業者 けの容器包装リサイクル

法の 会を 容リ法 しに対 る

実 し、事業者の理 ・ を図 し

2 、環境 、日本 団 る の海

ゼロウィーク2020 に清涼飲料業 として 加し、

業 としての をアピールし し

して3 、 5 ドリンクジャパン を11月25

日 27日に メッセで 新 コロナウイルス

大の に 、 場者 セミナー受

者 し 、 容・企画の 実に 、

、 、専 セッションと に 度

70 95 （ の 合）と

高 に な し

清涼飲料業 の自 行 計画として、 2

実績 を取 と 、日本 団体連合会に

し し 2019年の実績 、2012年を 年度

として、 10 に対し、18 を 成して

合 て、環境自 行 計画 環 社会 成

に関して 源化 分 を取 と

て し し

安心・安全な商品提供に向けた
一般的衛生管理・表示講習会の実施

脱ゴミ箱化による異物低減を目指す
新機能のリサイクルボックスを開発・実証

自販機業 の の として、自 販売機 リ

サイクルボックス の 物 あ

物と 、飲 飲料の 容器 の の

実際に の カフェカップ、弁 容器な

ど て 、 物 る とでリサ

イクルの品 てし 、大 な 源を

で な な

で、業 として 物 の 、高品 な

ペットボトルの 、 などを に、 物

に のリサイクルボックスを し、

谷 を中 に実 実 を11月に実 し し

実 実 の新 リサイクルボックス 、 口

下 で な ゴミ な 、 物など

に 造で

果 、飲料 容器の 数 し、 に

物の 合 43 29 に14 改善 リサイク

ルボックスの新機 に る 物 果

認で し

の 果 を 、改 てリサイクル

ボックスのスペックを

し、 のフェーズで

を重 、 なる

ゴミ 化 物

を し

で るオンライン な であるとの 信

し て、2021年度 の 法を

る で

、会場とオンラインの同 となるハイブ

リッド 式 野に 、会員 社に な 報を

して と

TOPICS
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東京オリンピック・パラリンピックを テレ ー

ク 数年前 体 な取 組 を

に し 、 事 の に

の対応を し

2020年1月中 、国 で に進 新 コ

ロナウイルス 大に 安 増大して し

総務に 、会員 事業に関係 る と

員の安全 、 山 る中での事業

を に 立 る し

体 に 、 会 に ける e 会 の

なテレ ーク環境の 、 総会で

行 に る の事前行 を な

ど、 リスクを る の対 を し

テレ ーク環境に て に し の

の、 の 大 る中、

10月に して パソコン更新を る ととし

し 全 で在 務対応 大し、パソコ

ン 品 に る中、19年 を し

となど し、8月に全 員のパソコンをモバイル

ノートに更新 の 、全 員 のスマート

フォン メールサーバー移 に る業務 化

などを進 し

の取 組 を進 る中で の 合

生し し 、 な を とを

に、 （品 ）・ （ ）・ （コスト）のバランスに

し

清涼飲料水関係統計 料 を2021年に大 リ

ニューアルし し の統計 料 長年、清涼飲

料水に関 る 統計を 料 として、

の 々に て 、 清涼飲料水統計

2021 子版 として、紙 を大 に刷新し し

データ を

し、13 立て総カラーで清涼飲料業 の な

データを と て

清涼飲料の 場 を表 生産 ・販売金 、

2011年 2020年 で10年分 カテゴリー と

の大 を グラフと、 品 の数 で、 年、数

年 との数 の 可 で 容器 、容器

・品 の で生産 を して

、 新 に 小分 の を設け、コーヒー

、 ミルク 糖ブラック など、紅

ストレート ミルク レモン 糖 と中身設

計のデータ し し の に 、清涼飲料

水を取 々なデータを して

元に一 て 、

、 の統計をE e データで る

全版 を全清飲ホームページで販売 し

2020年度 、業 団体 で る 取

組 な な を し、業 の 全

に け 取 組 を行 し 者 の

として、5月に ゴミ な リサイクルボック

スで のポスター6 を制作し、全国の小中学

生 センター、自販機の現場、 4 5

所に し、 に な し

、自 販売機 のリサイクルボックスに対 る

者の 実 を明 に る とを に、10

月に 者アンケートを実 （リサイクルボックス

）ゴミ と て と 42 に上る

など、リサイクルボックスに 物を る実 を

ける 果 し

に、マスコミ対応 子ど けキャリア

を とし 小学 の 前 業、ペットボトル

源 環に対 る理 を広 る とを として、法

人 けの広報・ 実 し し

新 コロナウイルスに 2020年 事

、相 イベントの中 、 行の自

など新 コロナウイルス 大の 大

、組合会員（中小企業） ける サイダー・

ラムネ を受け し で 、元 を取

と取 組 1年でし

社会 として、日本ガラス 協会

サイダー＆ ラムネを飲 で、 の 、 、

事者 エールを送 に 画し、 サイダー・

ラムネの販売金 の一部を新 コロナウイルスの

前 で戦 事者に し し  

、 サイダー・ ラムネの を に、マスコミ

関係者など60名に サイダー・ ラムネ12本ア

ソートセット 、 サイダー・ ラムネカタログ を

販売企画 取 など の あ 、認知

度 上に し し

中小企業部

広 報 部 総 務 部

2020年度 各部活動報告  2020年度 各部活動報告  

業界団体だからこそできる活動や
取り組まねばならない課題解決に注力

「地サイダー・地ラムネを飲んで
医療従事者へエールを送ろう！」企画を実施

業務を止めるな！
会員・職員の安全に配慮し、事業継続環境を整備

清涼飲料水統計、
　　　 大幅リニューアル NEW
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2021年度

コロナ し、ニューノーマルな社会 の移行 進 中、清涼飲料業 し ビジネス環境下にあ

サスティナビリティ の高 、2050年カーボンニュートラル 素社会を 、海洋プラ

スチック 、 のプラスチック 源 環 、 に 自 の など、

中長 に る の に対応 る 、全清飲 年度、会員社とと に連 して 事務 の

と推進 の 上を図

2021年度の事業戦略 、 愛 ける清涼飲料 である に る と 社会 と協 を図 、

制 の な 企業 可 となる業 環境の をミッションに、清涼飲料業 の スタンスを

に 信 る とをビジョンとして 、4 のテーマで取 組 を推進して

全清飲事務 、7セクションに 分化 組織、2年 と

の部長（ 者）の 代、 員に る 業務の 化・

化など 、 果・ な連 員 の

、事務 員の成長の機会・ の 上などの を

て し で2021年4月、事務 全体の業務を行 セ

クションを同一部 として、機 に の 業務と

連 る新 な組織体制を 総務 、広報 、

中小企業 、コーヒー飲料協会 を推進部に統合し、

企画部、技術部、自販機部との 機 な連 を実 し

員 々な業務 を通 て 野を広 る とで

上を図 、事務 全体の組織 を高 て で

ボトル ボトル の 果の 大化を し

自治体と連 し 源 環 の推進、新リサイクル

ボックス（ ）エリア を実 し

1. 3.

連団2. 4.

下水税 食品ロス・食品リサイクル法、物流 の対

応に加 、 A（国際清涼飲料協 会）との協業に

海 の を し対応して

プラスチック 環戦略の 体 容リ法改正 の関

を行 に け、 報 とフィードバック、業

の の を行 々なステークホルダーと

の連 化を図 、自販機に関して 自販機協 会

とと に 改革・ 対応に 取 組

々なイベント 版物、 の対応、ある 6団体

の会計受託業務を行 、6 の委員会

知 ・行 を 、と に業 の推進 を

高 て とを し

自販機部

企画部

技術部

推進部

飲料
会

4つのテーマで「愛され続ける清涼飲料」へ

事務局力向上／効果・効率的な業務連携

2021年度 事 業 戦 略

事務局内の組織体制を刷新し連携を強化

2021年度 、 環 社会を 取 組 とし

て ボトル ボトル （水平リサイクル）を推進して

2年 となる ボトル ボトル東京プロジ

ェクト 、 ペットボトルの に 実な

などに取 組 、東京都 神奈川県を

、自治体との取 組 大し

、清涼飲料業 として 2030年ボトル ボト

ル 50 を し

環境 の取 組 に て 、清涼飲料

業 の 果ガス 制に け デー

タを取 と るとと に、 重 にな

るカーボンニュートラルに取 組 で

に、業 通のリスクとして、 物流 の

対応、②食品ロス の推進に注 して

、容リ ーキンググループの立 上 、プラ

スチック新法の設 容器包装リサイクル法の改

正に対応して

海 ゼロ としての クリーンアクション の

取 組 、 6 ドリン

クジャパンの なる

実を し 場

者 度の 上

を図

企 画 部

2021年度 、全清飲に ける技術部の け

である となるインフラとしてのサポート とし

て、4 のテーマを とに して

1 、 安 ・安全 19年 行 て る 一

般 衛生 理 会 の な取 組 で、

同年度 に実 し オンラインに る 信を

、一般 衛生 理・食品表 の理 を

て とを に実 して

2 、 技術 の 化 年 して る

日本清涼飲料研 会の 表会に て新 な技

術 報を 信し、同 年 行して るソフト・ド

リンク技術 料を 実し 容にし

3 、 法 、 報公 清涼飲料に関

る 々な法 改正を な 会員企業に 信

るとと に、行 との などの対応 行

て

して、4 国際対応 国際 との 合

を図る 、海 を注 し、行 と を

し、 々な に対応し

の 、 ETボトルリサイクル推進協 会との連

でペットボトルのリサイクルに関 る 々な

実 リサイクルに関 るガイドラインの作成、改

を して実 し

技 術 部

事 業 戦 略2021年度  

「ボトルtoボトル」に
よるプラスチック
資源循環戦略の推進

1 2 業界のリスク対応、
多様なボーダレス
業務の取り組み

温室効果ガス
排出抑制、環境負荷
低減への取り組み強化

3

安心・安全の基礎と
なる一般的衛生管理
講習会の継続的な開催

1 2 海外動向を睨み、
行政とも連携した
国際的な課題への対応

技術情報の発信、
情報交換の場の創出、
法令遵守と情報公開

3
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2020年度 、 ゴミ 化に る 物 を

新機 のリサイクルボックスを し、都 を中

に実 実 を行 果、 物 果

認 し

2021年度 、 都 などでの実 実

を行 、同 の 果 る を し

、リサイクルボックス 物を に

造に改善、機 を高 、な コスト

で製造で る を し

し ペットボトルの品 上 る とで、リ

サイクル 進 、 に る業務 理コ

スト

自販機業 の取 組 を し、 の を 信

る とで、人 改革に し

行 自治体と に連 し、 の取 組

を加 と て

2020年 、 員全員 事務所に る と

な な し リスク の と

し しな で あ 、 代の変

化に合 対応 で

業 を取 山 し、改 て賛助会員

関係団体の を 業 の連

る中、 の一助となる の 会 中 る

を な で で る日を 、

2021年度 の機会・サービスの に て

を進 て

新 コロナウイルスの 大 、 に

を て 4年前の事務所移 に 会

の に を し 、レイアウトの

し の 報インフラの在 など、将 を

しを して

一 、 などの自 リスク 年々高

て 清涼飲料 人々の を な

品として、 に

数年 府 の を全清飲 受け、 社

に協 を る流 を取 て 、

公正な 機 の 立に けて関係 と

の を進 て

公正取 の など 、業 団体としてで る

と・で な と あ 、 の

理 ・ 協 を し

推 進 部 ( 新 設 ) 

広報部 、2021年度 推進部の一員として、

業 全体の広報 に全清飲事業を広 社

会に る の事業広報に取 組

業 広報 、清涼飲料業 にと て現在 重

な である、ペットボトルのリサイクル ボ

トル ボトル に関 る業 全体の取 組 に

て社会全体に し 4月19日に 、 2030

年ボトル ボトル50 の 者会 を実

し、メディアを通 て広 を行 し

日 G フォーラム の シンポジウムに

ペットボトルの な 、リサイクルボックスに

関 るリサイクルの取 組 を 信し し

自治体に けて 、 レポート を通 て清涼

飲料業 の取 組 を 、 のペット

ボトル 画に る 、子ど けに ポ

イ てしな 、 ゴミ でな リサイクルボックス

メッセージポスターを し

ETボトルリサイクル推進協 会 に清涼飲料

自販機協 会の広報 に 画し、業 の

の を行

サイダー ＆ ラムネ と 、全国の中小企業

の ・製造・販売 る、 の でし

飲 な サイダーとラムネの とで 全清飲の

ホームページで 、 ど に、ど な サイダー・

ラムネ ある を エリア キー ード

る と で オーソドックスな味の の

し 味 で で ホームページの

に、商品カタログ クラフトサイダー・クラフトラム

ネ を作成、 して サイダー・ ラムネの

を て 、 年で8年 となる

企画 に協賛(7 9月 ) 上 に全国の

サイダー・ ラムネを飲 で て

自 販 機 部

総務担当 推進部／中小企業担当

推進部／広報担当

事 業 戦 略2021年度  事 業 戦 略2021年度  

脱ゴミ箱化による
さらなる異物混入
低減の追求

1 2 リサイクルボックスの
構造改善・機能性向上、
汎用型の開発

地方都市における
実証実験による
低減効果の検証

3 ペットボトルの回収
と有効活用に向けた

啓発活動

1 2 関係団体広報活動へ
の参画を通じた業界
発展のための訴求活動

自治体や生活者に
向けた全清飲事業
活動の広報強化

3

コロナ禍における
会員間の交流促進、
会員の維持拡大

1 2 自然災害リスクも
高まる中での

危機対応力の強化

将来をも見据えた
事務局機能の維持・

向上

3
地場飲料の支援

1 2
受託業務の実行

企画協賛「銭湯企画」
（日本ガラスびん

協会主催）

3

http://j-sda.or.jp/learning/local-products/

より異物を入れにくい
構造にして異物低減を

目指します！

デザイン

▼ のペットボトル 画

全清飲公式YouTubeチャンネル



一般社団法人 全国清涼飲料連合会 ( 全清飲 ) 概要

沿　　　 革

役員名簿

会員名簿 2021年5月現在

2021年5月現在

2021年5月現在

会 員 数

● 1918年（大正７年11月）　  前身母体である全国清涼飲料水同業組合設立

● 1955年（昭和30年４月）　  公益法人として認可を受け、社団法人 全国清涼飲料工業会となる

● 2012年（平成24年4月）　  公益法人制度改革に対応して、一般社団法人 全国清涼飲料工業会に移行

● 2017年（平成29年9月）　  一般社団法人 全国清涼飲料連合会に名称変更

70会員 （240 社）

組 織 図

会　長

理事会

専務理事

運営委員会

推進部
総務／広報

中小企業

コーヒー飲料業務受託
（協会・公取協）

企画部 自販機部 技術部（141社）賛助会員
清涼飲料

関係業者など

19会員（154社）

中小清涼飲料製造
・

販売業者

組合会員

51会員（86社）

清涼飲料製造
・

販売業者

企業会員

● 企業会員　[ 51会員・86社 ]

アサヒ飲料株式会社

味の素ＡＧＦ株式会社

安曇野食品工房株式会社

株式会社伊藤園

エーザイ株式会社

江崎グリコ株式会社

エスエスケイフーズ株式会社

大塚食品株式会社

大塚製薬株式会社

花王株式会社

カゴメ株式会社

神奈川柑橘果工株式会社

キリンビバレッジ株式会社

コカ・コーラ協会 （6社)

コーシン乳業株式会社

株式会社コスモフーズ　

ゴールドパック株式会社

株式会社サーフビバレッジ

サントリー食品インターナショナル株式会社

三和罐詰株式会社

株式会社ジャスティス

ジャパンフーズ株式会社

大正製薬株式会社

ダイドードリンコ株式会社

株式会社チェリオコーポレーション

東京アート株式会社

トーヨービバレッジ株式会社

トモヱ乳業株式会社

株式会社西日本キャンパック

ニック食品株式会社

株式会社ニッセー

日本果実工業株式会社

株式会社日本キャンパック

一般社団法人 日本ミネラルウォーター協会 （31社)

ハウスウェルネスフーズ株式会社

ハウス食品グループ本社株式会社

株式会社ブルボン

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社

ホッピービバレッジ株式会社

丸善食品工業株式会社

丸菱食品株式会社

三井農林株式会社

株式会社ミツウロコビバレッジ

株式会社Mizkan

株式会社明治

森永乳業株式会社

株式会社ヤクルト本社

ヤマモリ株式会社

雪印メグミルク株式会社

ＵＣＣ上島珈琲株式会社

レッドブル・ジャパン株式会社

● 組合会員　[ 19会員・154社 ]

北海道清涼飲料工業組合 （7社)

東北清涼飲料協会 （8社)

栃木県清涼飲料工業組合 （3社)

東京都清涼飲料協同組合 （27社)

神奈川県清涼飲料工業協同組合 （8社)

北陸清涼飲料工業協同組合 （10社)

静岡県清涼飲料工業組合 （3社)

愛知県清涼飲料協同組合 （8社)

三重県清涼飲料工業組合 （2社)

大阪府清涼飲料工業協同組合 （23社)

兵庫県清涼飲料協同組合 （16社)

和歌山県清涼飲料工業会 （4社)

岡山県清涼飲料協同組合 （2社)

広島県清涼飲料工業協同組合 （10社)

福岡県清涼飲料工業協同組合 （5社)

佐賀県清涼飲料工業組合 （2社)

長崎県清涼飲料工業組合 （2社)

大分県清涼飲料工業組合 （2社)

沖縄県清涼飲料協会 （12社)

● 賛助会員　[ 141社 ]

アイ・エフ・エフ日本株式会社

アクアス株式会社

味の素ヘルシーサプライ株式会社

アース環境サービス株式会社

株式会社アセプティック・システム

ＡＤＥＫＡクリーンエイド株式会社

株式会社アメフレック

石塚硝子株式会社

石光商事株式会社

株式会社イズミフードマシナリ

岩井機械工業株式会社

株式会社ウィルオブ・ファクトリー

エコラボ合同会社

ＳＰＸフローテクノロジージャパン株式会社

株式会社エヌテック

株式会社エフピコ

株式会社エム・シー・フーズ

遠東石塚グリーンペット株式会社

王子コンテナー株式会社

小川香料株式会社

大阪サニタリー株式会社

オークラ輸送機株式会社

大塚倉庫株式会社

鹿島環境エンジニアリング株式会社

ガラスリソーシング株式会社

ＫＩＳＣＯ株式会社

株式会社キズナックスマネジメント

キーコーヒー株式会社

協栄産業株式会社

株式会社協同コミュニケーションズ

キリンテクノシステム株式会社

倉敷紡績株式会社　 環境メカトロニクス事業部

栗田工業株式会社

グンゼ包装システム株式会社

GEAジャパン株式会社

国際衛生株式会社

小林硝子株式会社

小林容器株式会社

コービオンジャパン株式会社

株式会社コーレンス

株式会社サイコン工業

栄香料株式会社

坂本香料株式会社

サッポログループ物流株式会社

三栄源エフ・エフ・アイ株式会社

三協興産株式会社

サンデン・リテールシステム株式会社

三友機器株式会社

株式会社サンヨーフーズ

ＪＡ三井リース株式会社

ジェイフィルム株式会社

株式会社ＣＳＩジャパン

ジェーシーボトリング株式会社

塩野香料株式会社

四国化工機株式会社

シーバイエス株式会社

澁澤倉庫株式会社

澁谷工業株式会社

ジボダン ジャパン株式会社

信越エンジニアリング株式会社

水ｉｎｇエンジニアリング株式会社

株式会社スプリム　ジャパン

住商フーズ株式会社

住友重機械エンバイロメント株式会社

住友重機械搬送システム株式会社

セラニーズジャパン株式会社

株式会社ｓｏｕｃｏ

曽田香料株式会社

大日本印刷株式会社

大洋香料株式会社

大和製罐株式会社

高砂香料工業株式会社

高田香料株式会社

ダニスコ ジャパン株式会社

月岡硝子株式会社

土屋工業株式会社

TenTen株式会社

トーウンサービス株式会社

株式会社トーモク

東罐興業株式会社

東京アライドコーヒーロースターズ株式会社

東邦商事株式会社

東洋ガラス株式会社

東洋製罐株式会社

凸版印刷株式会社

富川化学工業株式会社

株式会社トレクト

長岡香料株式会社

株式会社長嶋製作所

株式会社日誠産業

日新製糖株式会社

日進通商株式会社

西日本ペットボトルリサイクル株式会社

日精エー・エス・ビー機械株式会社

日本エコリーン株式会社

日本クロージャー株式会社

日本クロネス株式会社

株式会社日本コンラックス

日本製缶協会

日本製紙株式会社

日本通運株式会社

株式会社日本デキシー

日本テトラパック株式会社

日本ナショナル製罐株式会社

日本パレットレンタル株式会社

日本フィルメニッヒ株式会社

日本フレーバー工業株式会社

日本山村硝子株式会社

ハイエスサービス株式会社

長谷川香料株式会社

日立造船株式会社

株式会社日阪製作所

株式会社微酸研

株式会社フジシール

富士電機株式会社

北越パッケージ株式会社

北海製罐株式会社

丸紅株式会社

丸紅食料株式会社

丸紅テクノシステム株式会社

三浦工業株式会社

三井化学株式会社

三井製糖株式会社

三菱オートリース株式会社

三菱ケミカル株式会社

三菱ケミカルアクア・ソリューションズ株式会社

三菱重工機械システム株式会社

森紙業株式会社

森下仁丹株式会社

株式会社ヤマタネ

株式会社山田洋治商店

株式会社ユニカフェ

ユニバーサル製缶株式会社

株式会社吉野工業所

理工協産株式会社

リードエグジビションジャパン株式会社

株式会社リヴァックス

レンゴー株式会社

株式会社ロキテクノマーケティング

株式会社ロベルテ

和新ロジスティクス株式会社

(50音順)

会長

副会長

副会長

副会長

専務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

監  事

監  事

米 女 　 太 一

田 熊 　 元 彦

山 﨑 　 正 三

山 口 　 義 弘

河 野 　 敦 夫

増 田 　 　 理

佐 々 木 康 行

田 中 　 　 徹

佐 野 　 芳 久

翠 田 　 章 男

阿 部 　 　 豊

金 谷 　 克 彦

渡 辺 　 美 衡

藤 田 　 将 也

原 田 　 裕 司

南 崎 　 康 夫

朝 田 　 文 彦

高 橋 　 朝 子

田 中 　 秀 子

木 村 　 英 文

饗 庭 　 靖 之

渡 辺 　 俊 之

アサヒ飲料（株）　代表取締役社長 

（株）伊藤園　常務執行役員生産本部副本部長 兼 静岡相良工場長

大塚製薬（株）　常務執行役員
ニュートラシューティカルズ事業部　営業本部長

全国清涼飲料協同組合連合会・工業組合連合会　理事長
全国清涼飲料加工業振興会　会長

大塚製薬（株）　

キリンビバレッジ（株）　常務執行役員

コカ・コーラ協会　会長

サントリー食品インターナショナル（株）
執行役員　ジャパン事業本部　戦略企画本部長
　
ダイドードリンコ（株）　取締役執行役員　マーケティング本部長　

全国シャンメリー協同組合　理事長　

東京都清涼飲料協同組合　副理事長　

味の素ＡＧＦ（株）　常務執行役員

カゴメ（株）　取締役専務執行役員

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ（株）　取締役執行役員

（株）明治　常務執行役員　生産本部長

森永乳業（株）　営業本部　マーケティング統括部長

ＵＣＣ上島珈琲（株）　代表取締役社長

レッドブル・ジャパン（株）　オペレーション本部長

全国ミキサードリンク協会　会長

全国ラムネ協会　会長

首都東京法律事務所　弁護士
　
渡辺公認会計士事務所　公認会計士・税理士　

注）所属名五十音順
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